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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイド延長カテーテルであって、
　第１外径を有する基端側シャフトと、
　前記基端側シャフトに取り付けられ、かつ、第１外径より大きい第２外径を有する先端
側シースであって、基端側開口、先端側開口、および前記基端側開口と先端側開口との間
において画定されて、治療装置が先端側シース内を通過できるようにする中央管腔を有す
る先端側シースと、
　前記先端側シースに取り付けられ、そこから先端方向に延在する追従可能なチップ部材
であって、基端側開口、先端側開口、および前記基端側開口と先端側開口との間において
画定されて、追従可能なチップ部材がガイドワイヤ上をたどって移動できるようにするガ
イドワイヤ管腔を有する追従可能なチップ部材と、を備え、
　前記追従可能なチップ部材の基端側開口が前記先端側シースの先端部に配置され、
　前記追従可能なチップ部材の内面の一部が前記先端側シースの長手方向軸線から第１の
距離だけ径方向に離間しており、前記先端側シースの内面の一部が該先端側シースの長手
方向軸線から第２の距離だけ径方向に離間しており、前記第２の距離が前記第１の距離よ
りも小さい、
ガイド延長カテーテル。
【請求項２】
　前記追従可能なチップ部材は、第２外径より小さい第３外径を有する、請求項１に記載
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のガイド延長カテーテル。
【請求項３】
　前記追従可能なチップ部材のガイドワイヤ管腔は、前記追従可能なチップ部材がガイド
ワイヤ上を緊密にたどって移動するような大きさに形成されている、請求項１または２に
記載のガイド延長カテーテル。
【請求項４】
　前記ガイドワイヤ管腔は０．２５４～１．０１６ｍｍ（０．０１～０．０４インチ）の
直径を有する、請求項１乃至３のいずれか１項に記載のガイド延長カテーテル。
【請求項５】
　前記先端側シースは補強材を備える、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のガイド延
長カテーテル。
【請求項６】
　前記先端側シースは放射線不透過性材料を含有する、請求項１乃至５のいずれか１項に
記載のガイド延長カテーテル。
【請求項７】
　医療装置アセンブリであって、
　内部に形成された管腔を有するガイドカテーテルと、
　前記管腔を貫通して延びるガイド延長カテーテルであって、前記ガイド延長カテーテル
は、
　　　第１外径を有する基端側シャフトと、
　　　前記基端側シャフトに取り付けられる先端側シースであって、基端側開口、先端側
開口、および前記基端側開口と先端側開口との間において画定されて、治療装置が先端側
シース内を通過できるようにする中央管腔を有し、かつ、第１外径より大きい第２外径を
有する先端側シースと、
　　　前記先端側シースに取り付けられ、そこから先端方向に延在する追従可能なチップ
部材であって、基端側開口、先端側開口、および前記基端側開口と先端側開口との間に延
在して、追従可能なチップ部材がガイドワイヤ上をたどって移動できるようにするガイド
ワイヤ管腔を有するとともに、追従可能なチップ部材の前記基端側開口が前記先端側シー
スの先端部に配置される、追従可能なチップ部材と、を有しており、
　　　前記追従可能なチップ部材の内面の一部が前記先端側シースの長手方向軸線から第
１の距離だけ径方向に離間しており、前記先端側シースの内面の一部が該先端側シースの
長手方向軸線から第２の距離だけ径方向に離間しており、前記第２の距離が前記第１の距
離よりも小さい、ガイド延長カテーテルと、
　前記先端側シースの中央管腔を通って前記追従可能なチップ部材の基端側開口へ延び、
さらに、前記追従可能なチップ部材のガイドワイヤ管腔を貫通して延びるガイドワイヤと
、
を備える、医療装置アセンブリ。
【請求項８】
　前記先端側シースは放射線不透過性材料を含有する、請求項７に記載の医療装置アセン
ブリ。
【請求項９】
　前記追従可能なチップ部材は第２外径より小さい第３外径を有する、請求項７または８
に記載の医療装置アセンブリ。
【請求項１０】
　前記追従可能なチップ部材のガイドワイヤ管腔は、前記追従可能なチップ部材が前記ガ
イドワイヤ上を緊密にたどって移動するような大きさに形成されている、請求項７乃至９
のいずれか１項に記載の医療装置アセンブリ。
【請求項１１】
　前記ガイドワイヤ管腔は、０．２５４～１．０１６ｍｍ（０．０１～０．０４インチ）
の直径を有する、請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の医療装置アセンブリ。
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【請求項１２】
　前記先端側シースは補強材を備える、請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の医療装
置アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は医療装置、および医療装置を製造する方法に関する。より具体的には、本開示
は、追従可能なチップ（ｔｒａｃｋａｂｌｅ　ｔｉｐ）を有するガイド延長カテーテルを
備えた長尺状体内医療装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多種多様な体内医療装置が、医療用途、例えば血管内用途のために開発されてきた。こ
れらの装置のうちの一部としては、ガイドワイヤ、カテーテルなどが挙げられる。これら
の装置は様々な異なる製造方法のうちのいずれか１つによって製造され、様々な方法のう
ちのいずれか１つに従って用いられる。既知の医療装置および方法は、それぞれ特定の効
果および不都合を有する。代替となる医療装置、並びに医療装置を製造および使用するた
めの別の方法を提供することが引き続き必要とされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この開示は医療装置のための設計、材料、製造法および使用の代替案を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　医療装置の例にはガイド延長カテーテルが含まれる。ガイド延長カテーテルは、第１外
径を有する基端側シャフトを備える。基端側シャフトには先端側シースが取り付けられ、
先端側シースは第１外径より大きい第２外径を有する。先端側シースには追従可能なチッ
プ部材が取り付けられ、追従可能なチップ部材は先端側シースから先端方向に延在する。
追従可能なチップ部材は内部にガイドワイヤ管腔を画定する。
【０００５】
　ガイド延長カテーテルシステムの例も開示される。ガイド延長カテーテルシステムは、
内部に形成された管腔を有するガイドカテーテルを備える。ガイド延長カテーテルはこの
管腔を介して延びる。ガイド延長カテーテルは、第１外径を有する基端側シャフトを備え
る。基端側シャフトには、先端側シースが取り付けられる。先端側シースは基端側開口、
先端側開口、および基端側開口と先端側開口との間に画定された中央管腔を有する。先端
側シースは第１外径より大きい第２外径を有する。先端側シースには追従可能なチップ部
材が取り付けられ、追従可能なチップ部材はそこから先端方向に延在する。追従可能なチ
ップ部材は、ガイドワイヤ管腔を画定する。先端側シースの中央管腔、および追従可能な
チップ部材のガイドワイヤ管腔を介してガイドワイヤが延びる。
【０００６】
　冠状動脈の狭窄部（ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｅｄ　ｐｏｒｔｉｏｎ）を通過する（ｃｒｏｓ
ｓｉｎｇ）ための方法も開示される。この方法は、ガイドカテーテルを提供することと、
血管を介して前記ガイドカテーテルを冠状動脈の開口に隣接した位置へ前進させることと
、ガイド延長カテーテルを提供することとを含む。ガイド延長カテーテルは、第１外径を
有する基端側シャフトを備える。基端側シャフトには、先端側シースが取り付けられる。
先端側シースは基端側開口、先端側開口、および基端側開口と先端側開口との間に画定さ
れた中央管腔を有する。先端側シースは第１外径より大きい第２外径を有する。先端側シ
ースには追従可能なチップ部材が取り付けられ、追従可能なチップ部材はそこから先端方
向に延在する。追従可能なチップ部材は内部にガイドワイヤ管腔を画定する。前記方法は
また、ガイドカテーテルを介してガイドワイヤを前進させることと、ガイドワイヤ上でガ
イド延長カテーテルを前進させることとも含む。ガイドワイヤ上でガイド延長カテーテル
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を前進させることは、ガイドワイヤを追従可能なチップ部材のガイドワイヤ管腔内に配置
することを含む。
【０００７】
　冠状動脈にアクセスする方法も開示する。この方法は、ガイドカテーテルを提供するこ
とと、血管を介してガイドカテーテルを冠状動脈の開口に隣接した位置へ前進させること
と、ガイド延長カテーテルを提供することとを含む。ガイド延長カテーテルは、第１外径
を有する基端側シャフトを備える。基端側シャフトには、先端側シースが取り付けられる
。先端側シースは基端側開口、先端側開口、および基端側開口と先端側開口との間に画定
された中央管腔を有する。先端側シースは第１外径より大きい第２外径を有する。先端側
シースには追従可能なチップ部材が取り付けられ、追従可能なチップ部材はそこから先端
方向に延在する。追従可能なチップ部材は内部にガイドワイヤ管腔を画定する。前記方法
はまた、ガイドカテーテルを介してガイド延長カテーテルを、追従可能なチップ部材の少
なくとも一部がガイドカテーテルの先端部を越えて、冠状動脈内へと先端方向に延びる位
置に前進させることと、ガイドカテーテルを介して治療カテーテルを前進させることとを
含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態の上記の要約は、本発明の各開示された実施形態またはすべての実
施について記載するものではない。続く図面、および詳細な説明は、本開示の実施形態を
より具体的に例示する。
【０００９】
　本開示は、添付の図面に関連する以下の本開示の様々な実施形態の詳細な説明を参酌し
て、より完全に理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】大動脈を介して冠状動脈の開口に進められたガイド延長カテーテルを備えたガ
イドカテーテルの例を示す平面図。
【図１Ｂ】本開示に従ったガイド延長カテーテルの平面図。
【図１Ｃ】ガイドワイヤ上に取り付けられた本開示に従ったガイド延長カテーテルの平面
図。
【図１Ｄ】ガイド延長カテーテルの追従可能なチップ部材の断面図。
【図１Ｅ】ガイド延長カテーテルの断面図。
【図２Ａ】本開示の例示的な医療装置アセンブリを示す図。
【図２Ｂ】本開示の例示的な医療装置アセンブリを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示は様々な修正および代替形態を受け入れるが、それらのうちの特定のものを例と
して図面に示しており、詳細に説明する。しかしながら、本発明は本開示を記載する特定
の実施形態に限定するものではないことを理解すべきである。むしろ、本発明は、本開示
の趣旨および範囲内にあるすべての変更物、均等物、および代替物を対象とするものとす
る。
【００１２】
　以下の定義された用語については、本明細書の特許請求の範囲または他の箇所において
異なる定義がなされない限り、これらの定義が適用されるものとする。
　本願において、すべての数値は、明示的に示されているか否かに関わらず、「約」とい
う語によって修飾されるものと見なされる。「約」という用語は、一般に、当業者が列挙
された値と同等であると見なす（すなわち、同じ機能または結果を有する）一連の数を指
す。多くの場合において、「約」という語は、最も近い有効数字に丸められる数を含み得
る。
【００１３】
　終点による数の範囲の列挙は、その範囲内のすべての数を含む（例えば、１～５は、１
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、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４および５を含む）。
　本明細書および添付された特許請求の範囲においては、単数形の「１つの（ａ）」、「
１つの（ａｎ）」および「その（ｔｈｅ）」は、内容が明らかに他に規定していない限り
、複数の指示対象を含む。本願および添付された特許請求の範囲においては、「または（
ｏｒ）」という語は、内容が明らかに他に規定していない限り、一般にその意味において
「および／または（ａｎｄ／ｏｒ）」を含んで使用される。
【００１４】
　以下の詳細な説明は図面を参照して読まれるべきであり、前記図面では異なる図面にお
ける類似した要素は同一の番号が付されている。図面は必ずしも一定の縮尺ではなく、例
証となる実施形態を表し、本発明の範囲を制限するようには意図されない。
【００１５】
　尚、本明細書において「実施形態」、「いくつかの実施形態」、「他の実施形態」など
というときは、記載される実施形態が特定の特徴、構造または特性を含み得るが、すべて
の実施形態が必ずしもその特定の特徴、構造または特性を含むとは限らないことがあるこ
とを示す。さらに、そのような語句は必ずしも同一の実施形態を指すとは限らない。さら
に特定の特徴、構造または特性が一つの実施形態に関連して記載される場合、当然のこと
ながら、そのような特徴、構造または特性はまた、明らかに反対のことが述べられていな
いかぎり、明示的に記載されているか否かにかかわらず、他の実施形態と関連して用いら
れる。
【００１６】
　本開示の実施形態は、基端側シャフト、先端側シースおよび追従可能なチップ部材を有
するガイド延長カテーテルを備える。基端側シャフトは、先端側において先端側シースに
取り付けられる。先端側シースの先端部には、追従可能なチップ部材が配置される。追従
可能なチップ部材は、先端側シースの直径より小さい直径を有する。加えて、追従可能な
チップ部材はガイドワイヤ管腔を有してもよく、追従可能なチップ部材のガイドワイヤ管
腔は、ガイドワイヤ上を緊密に追従する（ｃｌｏｓｅｌｙ　ｔｒａｃｋ）ような大きさに
形成される。
【００１７】
　以下の例の多くは、ガイド延長カテーテルが冠状動脈の狭窄部を通過するために用いら
れ得る実装を示している。当然のことながら、この選択は単に例示であり、前記ガイド延
長カテーテルは、本開示の範囲から逸脱することなく、診断または治療手段を必要とする
任意の所望の身体位置において用いられ得る。
【００１８】
　この開示の目的のために、「基端側」とは使用中に装置操作者に近い端部を指し、「先
端側」とは使用中に装置操作者から遠い端部を指す。
　経皮経管冠動脈形成術のような低侵襲性心臓インターベンションは世界中で広く用いら
れている。これらの手技は、ガイドカテーテルの使用を含み得る。例えば、ガイドカテー
テル１０は、図１Ａに示すように、大動脈Ａのような血管を介して、（例えば左および／
または右）冠状動脈ＣＡの開口Ｏに隣接した位置に進められる。そのように配置されると
、治療カテーテル（例えばバルーンカテーテル、ステントデリバリーシステムなど）は、
ガイドカテーテル１０を介して、冠状動脈ＣＡ内において標的位置まで進められて、そこ
で適当な心臓インターベーションを実施するために用いられる。
【００１９】
　治療カテーテルが意図した標的位置に効率的に到達するために、冠状動脈ＣＡの開口Ｏ
におけるガイドカテーテル１０の位置を維持することが望ましい。例えば、心臓がこのイ
ンターベンション（および／または他の要因）中に拍動しているとすれば、ガイドカテー
テル１０は、位置がずれてしまうか、または他の場合には移動してしまうことがあり、そ
の結果、ガイドカテーテル１０はもはや治療カテーテルを冠動脈に効率的に案内するよう
な位置にはない。これは、ガイドカテーテル１０の先端部１２が冠状動脈ＣＡの開口Ｏか
らずれてしまうことを含む。開口Ｏからのずれのため、冠動脈ＣＡへのアクセスは、先端
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部１２を冠状動脈ＣＡの開口Ｏとの係合状態に戻すために、ガイドカテーテル１０の再配
置を必要とする。
【００２０】
　本願では、冠動脈ＣＡへのアクセスを向上させ得る医療装置、並びにその医療装置を製
造および使用する方法が開示される。ここで、ガイド延長カテーテル１４は、ガイドカテ
ーテル１０を貫通し、ガイドカテーテル１０の先端部１２を越えて、冠状動脈ＣＡ内に延
びている。例えば、ガイド延長カテーテル１４は、ガイドカテーテル１０の先端部１２を
越えて延びるため、冠状動脈ＣＡの開口Ｏを越えて、冠状動脈ＣＡの一部の中に延びる。
開口Ｏを越えて延びることによって、延長カテーテル１４は、ガイドカテーテル１０の位
置を安定させ、多くの心臓インターベンションに対して冠状動脈ＣＡへの向上したアクセ
スを可能にする。
【００２１】
　図１Ｂ～図１Ｃは、それぞれ追従可能なチップを有するガイド延長カテーテル１００の
平面図であり、ガイド延長カテーテル１００はガイドワイヤ１０８上を追従している。従
来のガイド延長カテーテルは、多くの場合、それらの大きな通過プロファイルのために、
蛇行性の、狭窄した、または石灰化した冠血管を通過する（ｃｒｏｓｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ
）ことができないことが観察されている。また、当業において一般に利用可能な延長部は
、多くの場合、ガイドワイヤ上を緊密に追従しない。ガイド延長カテーテルが所望の位置
に到達しない場合には、アンカーバルーン技術が用いられ得るが、この技術は操作者によ
る比較的大きな力を必要とすることがあり、望ましくない場合がある。
【００２２】
　図１Ｂは、追従可能なチップ部材１０６を有するガイド延長カテーテル１００の平面図
である。上記したように、ガイド延長カテーテル１００は、ガイドカテーテル１０を通っ
て、冠状動脈ＣＡ内に延びる（図１Ａ）。例えば、ガイド延長カテーテル１００はガイド
カテーテル１０の先端部を越えて延び、さらに冠状動脈ＣＡの開口Ｏを越えて、冠状動脈
ＣＡの一部の中へと延びる。図１Ｂに示したように、ガイド延長カテーテル１００は基端
側シャフト１０２、先端側シース１０４、および追従可能なチップ部材１０６を有する。
【００２３】
　基端側シャフト１０２は、適当な接続機構を介して、先端側において先端側シース１０
４に接続された長尺状部材である。これに代わって、基端側シャフト１０２は、基端部と
、先端部１１０と、内部に画定された管腔とを有するハイポチューブのような構造物であ
ってもよい。この管腔は基端側シャフト１０２の全長に沿って延在する。他の実施形態に
おいて、管腔は、基端側シャフト１０２の長さの一部のみに沿って延在してもよい。さら
に、基端側シャフト１０２は第１外径を有する。さらに、基端側シャフト１０２は、上記
で検討したようにガイドカテーテル１０への挿入に適した円筒状、円形、菱形、矩形、楕
円形、半円形などのいかなる断面形状を有してもよい。
【００２４】
　先端側シース１０４は基端部１１２と先端部１１４とを有し、それらの端部の間には中
央管腔１１６が画定されている。基端側シャフト１０２の先端部１１０は基端部１１２に
装着される。基端部１１２および先端部１１４はそれぞれ基端側開口および先端側開口を
有し、これらの開口は中央管腔１１６を画定する（図１Ｃ参照）。先端側シース１０４の
中央管腔１１６は、基端側シャフト１０２の管腔より大きい。具体的には、中央管腔１１
６は、例えばバルーンカテーテルまたはステントデリバリーシステムのような治療装置が
中央管腔１１６を通って搬送できるように、十分な大きさであってもよい。換言すると、
中央管腔１１６はガイドワイヤ１０８より大きい任意の治療装置を収容するように寸法が
設定されてもよい。よって、ガイド延長カテーテル１００がガイドカテーテル１０内に配
置されるとき、前記治療装置は中央管腔１１６内に配置される。先端側シース１０４は、
第１外径よりも大きい第２外径を有する。先端側シース１０４は、ガイド延長カテーテル
１００がガイドカテーテル１０を適切に貫通できるように、ガイドカテーテル１０の内径
に近似する外径を有する。先端側シース１０４の内径は、ガイドワイヤが通過するのを可
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能にする大きさに形成される。いくつかの実施形態において、シース１０４の内径は、前
記治療装置が容易に通過することができるようなものである。先端側シース１０４は、そ
の基端部１１２から先端部１１４まで、均一な断面または直径を有してもよいし、または
その断面および直径はその長さを通じて変化してもよい。
【００２５】
　先端側シース１０４の詳細な形態（ｐｒｅｃｉｓｅ　ｆｏｒｍ）は変更してもよい。例
えば、一実施形態において、先端側シース１０４は、ブレイド、棒、コイル、メッシュま
たは類似した構造の形態にある支持部材を備えてもよい。先端側シース１０４はまた、放
射線不透過性マーカバンドとして、または放射線不透過性材料がドープされたポリマー材
料などとして、放射線不透過性材料を含有してもよい。上記で検討したように、先端側シ
ース１０４は基端側シャフト１０２に機械的に装着される。他の実施形態では、例えば、
接着、熱接合、溶接、ろう付けを含む結合機構が用いられる。また、先端側シース１０４
を基端側シャフト１０２に取り付けるために、基端側シャフト１０２の先端部１１０に配
置されたカラーが用いられてもよい。他の取り付け機構が企図される。
【００２６】
　追従可能なチップ部材１０６は、ガイド延長カテーテル１００の先端部において、ガイ
ド延長カテーテル１００から先端方向に延びる管状鼻部（ｔｕｂｕｌａｒ　ｓｎｏｕｔ）
または突出部の形態で存在する。追従可能なチップ部材１０６は、先端側シース１０４と
一体的に形成されていてもよいし、または先端側シース１０４に取り付けられていてもよ
い。追従可能なチップ部材１０６は、基端側開口１１７、先端側開口１１９、および基端
側開口１１７と先端側開口１１９との間に延びるガイドワイヤ管腔１１８を有する。基端
側開口１１７は、先端側シース１０４の先端部１１４に、またはそれに隣接して、配置さ
れる。いくつかの実施形態において、基端側開口１１７は先端側シース１０４の中央管腔
１１６内に配置される。
【００２７】
　ガイドワイヤ管腔１１８は先端側シース１０４の中央管腔１１６に開放しており、追従
可能なチップ部材１０６の端部まで先端方向に延在する。追従可能なチップ部材１０６は
先端側シース１０４より小さな外径を有する。特に、追従可能なチップ部材１０６は先端
側シース１０４の第２外径より小さい第３外径を有する。加えて、追従可能なチップ部材
は、例えば、ガイドワイヤ管腔１１８の直径がガイドワイヤ１０８の外径に近似するよう
に、先端側シース１０４より小さな内径を有する。
【００２８】
　図１Ｃは、ガイドワイヤ１０８上に取り付けられたガイド延長カテーテル１００の平面
図である。ここで、ガイドワイヤ管腔１１８（図１Ｂ）は、ガイドワイヤ１０８の大きさ
に近似するように、より小さくてよい。この設計は、ガイド延長カテーテル１００がガイ
ドワイヤ１０８上をより容易に追従することを可能にする。ガイドワイヤ１０８は、最初
に先端側シース１０４の中央管腔１１６を通り、次に追従可能なチップ部材１０６のガイ
ドワイヤ管腔１１８を通過する。ガイドワイヤ管腔１１８は、そのような用途において用
いられる場合には、ガイドワイヤ１０８のプロファイルを受け入れる（ａｃｃｏｍｍｏｄ
ａｔｉｎｇ）のに適した任意の形状、例えば円形、楕円形、多角形、または不定形などを
有して構成される。ガイドワイヤ管腔１１８はガイドワイヤ１０８の断面寸法より大きな
断面寸法を有する。また、ガイドワイヤ管腔１１８の断面寸法は、治療カテーテルが用い
られる血管壁の厚さ未満である。一実施形態において、ガイドワイヤ管腔１１８の直径は
約０．２５４～１．０１６ｍｍ（０．０１～０．０４インチ）である（例えば、ガイドワ
イヤ管腔１１８は、直径０．３５６ｍｍ（０．０１４インチ）または０．８８９ｍｍ（０
．０３５インチ）のガイドワイヤのような標準的なガイドワイヤの外径に近似する直径を
有し得る）か、またはガイド延長カテーテル１００の形態に基づいて変化してもよい。
【００２９】
　図１Ｄは、図１Ｃの平面Ａ－Ａ’における追従可能なチップ部材１０６の断面図を示し
ており、チップ部材内にはガイドワイヤ１０８が配置されている。具体的には、図１Ｄは
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、ガイドワイヤ１０８が通過しているガイドワイヤ管腔１１８を示している。追従可能な
チップ部材１０６は、ガイドワイヤ１０８を比較的緊密に追従するように設計されている
。
【００３０】
　図１Ｅは、図１Ｃの平面Ｂ－Ｂ’におけるガイド延長カテーテル１００の断面図である
。チップ部材１０６は、ガイド延長カテーテル１００の断面を先端方向に見ると視認可能
である。この図１Ｅは、先端側シース１０４と、追従可能なチップ部材１０６と、チップ
部材１０６の基端側開口１１７を通過するガイドワイヤ１０８と、を示している。ガイド
ワイヤ１０８はまた先端側シース１０４内で基端方向にも延び（図示せず）、そこから基
端方向に延在するため、この図面は、実際は概略的である。
【００３１】
　加えて、ガイド延長カテーテル１００（および／またはその一部）はまた、例えば摩擦
を低減する、多くのコーティングを備えていてもよい。例えば、ガイド延長カテーテル１
００は、追従中の摩擦を低減する親水性ポリマーを含有する内側および／または外側コー
ティングを有してもよい。コーティングの例としては、バイエル（ＢＡＹＥＲ）　ＣＬ－
１００、バイオスライド（ＢＩＯＳＬＩＤＥ）(商標)、ＮＧ－ＨＰＣ、スリップ　コート
（ＳＬＩＰ　ＣＯＡＴ）(商標)、ＭＤＸなどが挙げられる。これらは例に過ぎない。本願
で開示したものを含む他の材料が企図される。
【００３２】
　図２Ａは、ガイドカテーテル１０、ガイド延長カテーテル１００およびガイドワイヤ１
０８を有する完全な医療装置アセンブリ２００を示している。より具体的には、図２Ａは
、冠状動脈の狭窄部２１０を通過するための医療装置アセンブリ２００の使用を示してい
る。
【００３３】
　例示的な方法は、ガイド延長カテーテル１００がガイドカテーテル１０の先端部を越え
て、冠状動脈の狭窄部２１０内に延びるように、ガイドカテーテル１０を介してガイド延
長カテーテル１００を前進させることを含む。さらに、この方法は、ガイドカテーテル１
０を介してガイドワイヤ１０８を前進させることを含む。次に、前記方法は、追従可能な
チップ部材１０６がガイドワイヤ１０８上を進められるように、ガイド延長カテーテル１
００をガイドワイヤ１０８上で前進させることを含む。追従可能なチップ部材１０６は、
ガイドワイヤ１０８が標的冠状動脈に到達するのを支援し、かつ／または、狭窄部２１０
を通過するのを助ける。配置後、前記方法は、ガイドワイヤ１０８を追従可能なチップ部
材１０６から（例えば基端側開口１１７から）基端方向に後退させ、次いで先端側シース
１０４から先端方向に出すことを含む。次に、バルーンカテーテルなどの治療装置がガイ
ドワイヤ１０８上を通過することができる。これらのうちのいくつか、および他の実施形
態において、第２ガイドワイヤが先端側シース１０４を貫通してもよく、前記治療装置は
第２ガイドワイヤ上を通過してももよい。
【００３４】
　ガイド延長カテーテル１００、ガイドカテーテル１０およびガイドワイヤ１０８、また
はその他を備える医療装置アセンブリは、金属、ポリマー、金属ポリマー複合材等を含有
する。適当な金属および合金の一部の例としては、３０４Ｖ、３０４Ｌおよび３１６ＬＶ
ステンレス鋼のようなステンレス鋼；軟鋼；線形弾性および／または超弾性ニチノールの
ようなニッケル‐チタン合金；ニッケル－クロム－モリブデン合金のような他のニッケル
合金（例えば、インコネル（登録商標）６２５のようなＵＮＳ：Ｎ０６６２５、ＨＡＳＴ
ＥＬＬＯＹ（登録商標）Ｃ－２２（登録商標）のようなＵＮＳ：Ｎ０６０２２、ＨＡＳＴ
ＥＬＬＯＹ（登録商標）Ｃ２７６（登録商標）のようなＵＮＳ：Ｎ１０２７６、他のＨＡ
ＳＴＥＬＬＯＹ（登録商標）合金など）、ニッケル銅合金（例えばＭＯＮＥＬ（登録商標
）４００、ＮＩＣＫＥＬＶＡＣ（登録商標）４００、ＮＩＣＯＲＲＯＳ（登録商標）４０
０などのようなＵＮＳ：Ｎ０４４００）、ニッケル－コバルト－クロム－モリブデン合金
（例えばＭＰ３５－Ｎ（登録商標）などのようなＵＮＳ：Ｒ３００３５）、ニッケル－モ
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ようなＵＮＳ：Ｎ１０６６５）、他のニッケル－クロム合金、他のニッケル－モリブデン
合金、他のニッケル－コバルト合金、他のニッケル－鉄合金、他のニッケル－銅合金、他
のニッケル－タングステン合金またはタングステン合金など；コバルト－クロム合金；コ
バルト－クロム－モリブデン合金（例えばＥＬＧＩＬＯＹ（登録商標）、ＰＨＹＮＯＸ（
登録商標）などのようなＵＮＳ：Ｒ３０００３）；白金富化（ｐｌａｔｉｎｕｍ　ｅｎｒ
ｉｃｈｅｄ）ステンレス鋼；チタン；それらの組み合わせ；および同種のもの；または他
の適当な材料が挙げられる。適当なポリマーのいくつかの例としては、ポリテトラフルオ
ロエチレン（ＰＴＦＥ）、エチレンテトラフルオロエチレン（ＥＴＦＥ）、フッ素化エチ
レンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ、例えばデュポン（ＤｕＰｏｎ
ｔ）から入手可能なＤＥＬＲＩＮ（登録商標））、ポリエーテルブロックエステル、ポリ
ウレタン（例えば、ポリウレタン８５Ａ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビニル（
ＰＶＣ）、ポリエーテル－エステル（例えば、ＤＳＭエンジニアリングプラスチックス（
ＤＳＭ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）から入手可能なＡＲＮＩＴＥＬ（
登録商標））、エーテルまたはエステルに基づいたコポリマー（例えば、ブチレン／ポリ
（アルキレンエーテル）フタレートおよび／または、デュポンから入手可能なＨＹＴＲＥ
Ｌ（登録商標）のような他のポリエステルエラストマー）、ポリアミド（例えばバイエル
（Ｂａｙｅｒ）から入手可能なＤＵＲＥＴＨＡＮ（登録商標）またはエルフ　アトケム（
Ｅｌｆ　Ａｔｏｃｈｅｍ）から入手可能なＣＲＩＳＴＡＭＩＤ（登録商標））、弾性ポリ
アミド、ブロックポリアミド／エーテル、ポリエーテルブロックアミド（ＰＥＢＡ、例え
ばＰＥＢＡＸ（登録商標）という商品名で入手可能）、エチレン酢酸ビニルコポリマー（
ＥＶＡ）、シリコーン、ポリエチレン（ＰＥ）、マーレックス（Ｍａｒｌｅｘ）高密度ポ
リエチレン、マーレックス低密度ポリエチレン、線形低密度ポリエチレン（例えばＲＥＸ
ＥＬＬ（登録商標））、ポリエステル、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリトリメチレンテレフタレート、ポリエチレンナフ
タレート（ＰＥＮ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド（ＰＩ）、
ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリフェニレン
オキシド（ＰＰＯ）、ポリパラフェニレンテレフタルアミド（例えばケブラー（登録商標
））、ポリスルホン、ナイロン、ナイロン－１２（ＥＭＳ　アメリカン　グリロン（ＥＭ
Ｓ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｇｒｉｌｏｎ）から入手可能なＧＲＩＬＡＭＩＤ（登録商標）な
ど）、パーフルオロ（プロピルビニルエーテル）（ＰＦＡ）、エチレンビニルアルコール
、ポリオレフィン、ポリスチレン、エポキシ、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶｄＣ）、ポリ（
スチレン－ｂ－イソブチレン－ｂ－スチレン）（例えばＳＩＢＳおよび／またはＳＩＢＳ
　５０Ａ）、ポリカーボネート、イオノマー、生体適合性ポリマー、他の適当な材料、ま
たはそれらの混合物、組み合わせ、コポリマー、ポリマー／金属複合材などが挙げられる
。これらは例に過ぎない。
【００３５】
　上述した実施形態はガイド延長カテーテルを用いたが、当業者には、そこに述べられた
原理は、ガイド延長カテーテルにガイドワイヤ上を容易に追従させるのに有利であると考
えられる任意の装置に適用できることが分かるであろう。反対に、製造技術および材料を
含む構造上の詳細は、十分に当業者の理解の範囲内にあり、いかなる詳細についてもここ
では述べていない。これらおよび他の変更および別例は、十分に本開示の範囲内にあり、
当業者によって想起され、実現され得る。
【００３６】
　本開示の他の実施形態は、本願に開示した明細書および実施形態の実施の検討から当業
者には明白になるであろう。明細書および実施例は単に例示とみなされ、下記の特許請求
の範囲に記載されている本開示の範囲および趣旨から逸脱することなく、形態および詳細
における発展がなされてもよいものとする。
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